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議案第１３号 （継続協議）

協議項目７「地方税の取扱いに関すること」

協議項目７「地方税の取扱いに関すること」について、次のとおり定める。

平成１６年１月２８日提出

渋川地区市町村任意合併協議会

会 長 木 暮 治 一

地方税の取扱い

８ 都市計画税

(1) 税率については、渋川市の例による。ただし、合併特例法第１０条の規定を

適用し、合併が行われた日の属する年度及びこれに続く５年度に限り、現行の

税率を採用し不均一課税とする。

(2) 納期については、固定資産税の納期による。

（注）協議の結果、調整方針を別紙のとおり修正して承認された。



別 紙

協議項目７「地方税の取扱いに関すること」

８ 都市計画税

(1) 税率については、合併特例法第１０条の規定を適用し、合併が行われた日

の属する年度及びこれに続く５年度に限り、現行の税率を採用し不均一課税

とし、それ以降の税率については、新市において調整する。

(2) 納期については、固定資産税の納期による。
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議案第２０号

渋川地区市町村任意合併協議会小委員会規程

このことについて、別紙のとおり提出する。

平成１６年２月２４日提出

渋川地区市町村任意合併協議会

会 長 木 暮 治 一
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渋川地区市町村任意合併協議会小委員会規程

（趣旨）

第１条 この規程は、渋川地区市町村任意合併協議会規約第１１条第２項の規定に

基づき、渋川地区市町村任意合併協議会（以下「協議会」という ）の小委員会。

に関し必要な事項を定めるものとする。

（所掌事項）

第２条 小委員会は、協議会から付託された事項について調査、審議等を行う。

（委員）

第３条 小委員会の委員は、必要に応じて協議会の会長（以下「会長」という ）。

が協議会の委員の中から指名する。

（組織）

第４条 小委員会は、委員長、副委員長及び委員をもって組織する。

２ 委員長及び副委員長は、委員の互選による。

（会議）

第５条 小委員会の会議は、委員長が招集する。

（会議の運営）

第６条 会議は、委員の３分の２以上の出席がなければ開くことができない。

２ 委員長は、小委員会を主宰し、会議の議長となる。

３ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故あるとき又は委員長が欠けたとき

はその職務を代理する。

（関係者等の出席）

第７条 委員長は、必要に応じて関係者等の出席を求めることができる。

（表決）

第８条 会議の議事は、出席委員の３分の２以上の賛同をもって決する。

（会議録）

第９条 委員長は、開催の日時、場所、出席者の氏名、会議事項及び会議経過を記

載した会議録を調製するものとする。

（傍聴）

第 条 渋川地区市町村任意合併協議会会議運営規程第５条、６条、７条及び８10
条を準用する。この場合において、同条中「議長」とあるのは「委員長」と読み

替えるものとする。

（報告）

第 条 委員長は、小委員会における調査、審議等の経過及び結果を、随時協議11
会の会議に報告するものとする。
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（庶務）

第 条 小委員会の庶務は、協議会事務局において処理する。12
（補則）

第 条 この規程に定めるもののほか、小委員会に関し必要な事項は、会長が別13
に定める。

附 則

この規程は、平成１６年２月２４日から施行する。
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小委員会設置の基本的方針

１ 設置・趣旨

合併協議項目のうち協議会から付託された事項について、個別に小委員会を設

置し、集中的、継続的に審議調査を行い、ある程度の方向性を絞り込み、協議会

で最終判断を行うことを目的とする。

２ 小委員会の委員構成及び選出の方法

( ) 各小委員会の構成委員数は２１名以内とし、各市町村から２名以上を選出す1
る。

( ) 小委員会の構成委員は、会長及び規約第８条第１項１号委員を除く委員の中2
から、会長が副会長と協議のうえ指名し、協議会に報告するものとする。

３ 小委員会への付託事項

( ) 小委員会への付託事項は、会長が協議会に諮り、これを定める。1
( ) 前項の決定を得た協議会終了後、第１回小委員会を開催し、正副委員長を互2

、 、 、 。選するとともに 協議会から付託された事項について 調査 審議等を開始する

４ 協議会への報告

小委員会の委員長は、小委員会における調査、審議等の経過及び結果を随時、

協議会に報告する。

５ 会議の公開

小委員会の会議（以下「会議」という｡)は、原則として公開するものとする。

ただし、委員長は、会議を公開することにより、公正かつ円滑な会議の運営に著

しい支障が生ずると認められる場合には、あらかじめ会議に諮り会議を公開しな

いことができる。



- 9 -

議案第２１号

協議項目１０「町名、字名の取扱いに関すること」

「 、 」 、 。協議項目１０ 町名 字名の取扱いに関すること について 次のとおり定める

平成１６年２月２４日提出

渋川地区市町村任意合併協議会

会 長 木 暮 治 一

町名、字名の取扱い

１ 字の区域については、現行のとおりとする。

２ 字の名称については、現行の字名を基本に合併時までに調整する。
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議案第２２号

協議項目１４「条例、規則等の取扱いに関すること」

協議項目１４「条例、規則等の取扱いに関すること」について、次のとおり定め

る。

平成１６年２月２４日提出

渋川地区市町村任意合併協議会

会 長 木 暮 治 一

条例、規則等の取扱い

条例、規則については、各協議項目の調整方針に基づき統一を図り、新市におけ

る事務事業に支障をきたさぬよう整備する。
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議案第２３号

協議項目２２「介護保険事業の取扱いに関すること」

協議項目２２「介護保険事業の取扱いに関すること」について、次のとおり定め

る。

平成１６年２月２４日提出

渋川地区市町村任意合併協議会

会 長 木 暮 治 一

介護保険事業の取扱い

１ 介護保険事業計画については、現行のとおりとする。

なお、次期介護保険事業計画(平成１８年度～２２年度)については、合併時ま

でに速やかに策定体制等を調整し、新市において策定する。

２ 介護保険料及び保険料減免制度については、合併時は現行のとおりとし、次期

計画を踏まえ、平成１８年度から同一のものを適用する。

なお、納期については、国民健康保険税の納期による。

３ 社会福祉法人等による利用者負担軽減措置については、合併時に５町村の例に

より統一する。

４ 介護認定審査会については、合併時に調整する。
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議案第２４号

協議項目２３「消防団の取扱いに関すること」

協議項目２３「消防団の取扱いに関すること」について、次のとおり定める。

平成１６年２月２４日提出

渋川地区市町村任意合併協議会

会 長 木 暮 治 一

消防団の取扱い

１ 消防団は、合併時に統合する。

２ 分団の組織等は、現行のとおりとし、新市の消防計画に基づき調整する。
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議案第２５号

協議項目24-3「各種事務事業の取扱いに関すること」の

うち「納税関係の取扱い」

協議項目24-3「各種事務事業の取扱いに関すること」のうち 「納税関係の取扱、

い」について、次のとおり定める。

平成１６年２月２４日提出

渋川地区市町村任意合併協議会

会 長 木 暮 治 一

「各種事務事業の取扱いに関すること」のうち「納税関係の取扱い」

１ 納税組合報奨金、優良納税組合表彰については、合併時までに廃止する方向

で調整する。

２ 口座振替金融機関等及び口座振替手数料については、合併時に調整する。

３ 市町村税等の収納及び徴収体制については、合併時に新たな体制に調整する。
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議案第２６号

協議項目24-6「各種事務事業の取扱いに関すること」の

うち「広報広聴の取扱い」

協議項目24-6「各種事務事業の取扱いに関すること」のうち 「広報広聴の取扱、

い」について、次のとおり定める。

平成１６年２月２４日提出

渋川地区市町村任意合併協議会

会 長 木 暮 治 一

「各種事務事業の取扱いに関すること」のうち「広報広聴の取扱い」

１ 広報紙の発行については、渋川市の例による。ただし 「市勢要覧 「グラフ、 」、

しぶかわ 「ふるさと通信 「市民便利帳」及び「ホームページ」については、」、 」

新市において検討する。

２ 住民の声制度については、新市において調整する。

３ 表彰制度については、新市において調整する。
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議案第２７号

「議会の議員の定数及び任期の取扱いに関すること」に係

る協議方法について

「議会の議員の定数及び任期の取扱いに関すること」に係る協議方法について、

次のとおり提出する。

平成１６年２月２４日提出

渋川地区市町村任意合併協議会

会 長 木 暮 治 一

「議会の議員の定数及び任期の取扱いに関すること」については、次の３案のう

ちのいずれかの方法により協議し決定する。

１ 小委員会を設置して協議する。

委員構成 ３号委員・・各市町村１名

４号委員・・ 〃 計１３名

５号委員・・１名

２ 議長連絡会あるいは３号委員連絡会等で協議する。

委員構成 各市町村３号委員 １８名
計２１名

５号委員 ３名

３ 第三者機関を設置して協議する。

委員構成 住民代表

学識経験者 計１０～１５名程度

各種団体代表者等

（注）第４案として、１案の５号委員を３名とし、計１５名の小委員会とする動

議が提出され、第４案が採択された。
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議案第２７号 参考資料

「議会の議員の定数及び任期の取扱いに関すること」に係る

協議方法について

【協議組織案】

１ 小委員会を設置して協議する。

(1)規 程 協議会規約第１１条に基づく小委員会設置規程の承認

(2)構成案 ３号委員・・各市町村１名

４号委員・・ 〃 計１３名

５号委員・・１名

２ 議長連絡会あるいは３号委員連絡会等で協議する。

(1)規 程 設置要綱等の承認

(2)構成案 各市町村３号委員 １８名
計２１名

５号委員 ３名

３ 第三者機関を設置して協議する。

(1)規 程 設置要綱等の承認

(2)構成案 住民代表

学識経験者 計１０～１５名程度

各種団体代表者等

【協議組織の役割】

１ 協議事項

(1)新市の議員の定数

(2)特例措置の適用の可否

(3)特例措置適用の場合の選択及び内容

(4)選挙区の設置の可否

(5)議員報酬等

２ 協議会等との関わり

協議会

＜調整方針＞

＜連携＞
協議組織 各市町村議会
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４ その他

（１）渋川地区市町村新市建設計画策定に関る住民意識調査中間報告

（２）次回会議の協議項目について

① 協議項目６ 農業委員会の委員の定数及び任期の取扱いに関すること

新設合併の場合、合併関係市町村のすべての委員が身分を失うことになるのが

原則です。

しかし、委員の定数や任期等に関しては、合併特例法及び農業委員会等に関す

る法律に特例措置が定められています。

この特例措置を適用するか否か、適用する場合は、その方法を協議会で協議す

ることになります。

② 協議項目21 国民健康保険事業の取扱いに関すること

合併関係市町村の間で、国民健康保険制度が異なっている場合は、不均一課税

の適用もできますが、当該制度の趣旨からなるべく早く統一していくことが必要

なことから、その取扱いを協議会で協議することになります。

③ 協議項目24-1 自治会・行政連絡機構の取扱い

自治会、区長会などの制度や職務について協議します。

④ 協議項目24-2 消防・防災関係の取扱い

防犯灯や防災無線の設置などについて協議します。

⑤ 協議項目24-4 姉妹都市、国際交流等の取扱い

姉妹都市や国際交流等の取扱いについて協議します。

⑥ 協議項目24-5 電算システムの取扱い

いろいろな事務に関係する電算システムについて協議します。

⑦ 協議項目24-8 保健衛生事業の取扱い

成人検診や母子保健などについて協議します。

⑧ 協議項目24-12 各種福祉制度の取扱い

高齢者、障害者及び児童に関する各種福祉制度について協議します。

⑨ 協議項目24-13 保育料の取扱い

保育所の保育料の取扱いについて協議します。
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（３）次回会議日程について

日 時 平成１６年３月３０日（火） 午後２時～

場 所 渋川市民会館 小ホール




